








要約:愛知県の先天性代謝異常等検査実施要領に基づく先天性代謝異常等の検査事業に県

衛生部保健予防課の協力を得て、先天性銅代謝異常症(ウィルソン病)調査研究要領を作成

しウィルソン病の新生児マススクリーニングを試験的に開始した。県下の協力医療機関で

採血された濾紙血のうち保護者の同意の得られた分を検査機関である事業団よりもらい受

け、名古屋市立大学小児科でセルロプラスミンを測定した。検討期間は、平成 6 年 11 月

より 7 年 3 月 31 日までで現在実施期間中である。保護者に検査協力の同意が得られた症

例のみ実施した。同意書は協力医療機関、保護者、事業団、研究班と保管できるよう 4枚

複写にした。協力医療機関は、名古屋市を除く県下の国公立の医療機関で産婦人科/NICU

を有している施設とした。年間出生は合計すると約 9500 である。対象は同意の得られた

944 検体で採血後 1週から 3週以内に ELISA 法にてセルロプラスミンを測定した。セルロ

プラスミン 5mg/d1 未満を再検とした。結果は、セルロプラスミンの平均は 13.24±

3.40mg/dl であった。5mg/d1 未満は、4.1 と 4.8mg/dl の 2 検体であった。


